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平成 29 年度第２回いわき市食育推進委員会 議事録 
 

 

１ 開催日時： 平成 29 年８月 31 日（木）14：00 ～ 15：30 

 

 

２ 開催場所： 総合保健福祉センター ３階 健康指導室 

 

 

３ 議事案件及び発言内容等： 

 

(1) 議事 

 

① 第２次食育推進計画の中間評価について 

委 員 長 
 はじめに、「第２次食育推進計画の中間評価」事務局より説

明をお願いする。 

事 務 局 

（第２次食育推進計画の中間評価について説明） 

○ 会議資料１、２により第２次食育推進計画の中間評価に関

して、現段階における第２次食育推進計画の１７項目の指標

で来年度の本計画の終期に向けた目標達成に関して、今後の

取り組みに関する説明を行った。 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

委 員 Ｂ 

 資料２のＰ３の設問 16 で調理担当者とあるが、これは朝昼

晩と分けたものか、若しくは 1 日の調理担当者として集計した

ものか？ 

事 務 局  1 日の調理の主担当者として、集計した。 

委 員 長 

指標３の朝食を欠食する割合で、食育フェスタの 3 年間のア

ンケート結果があるものの、学校で行った結果の数値はないの

か？ 

事 務 局 
小中学生の学校の調査結果を基にしており、指標を０％とし

て、設定している。 

委 員 長 

食育フェスタで朝食を欠食する割合において、平成 26 年度

から 3 年間で割合が急激に上がっており、過去に来場した人が

違っているということか？ 
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事 務 局 

食育フェスタは、過去 3 年間、平均して若い世代が多いが、

リピーターではなく、新しい人が来ていることから、経年とし

てではなく、その年度ごとの割合として捉えてほしい。 

委 員 Ｄ 
９について、正しく理解しているか？食物アレルギーについ

て、現状とのかい離について 

事 務 局 

食物アレルギーの理解について、知識が正しいかの問いかけ

ではなく、本人が理解しているかの主観的な考えを尋ねてお

り、正しい知識として、乖離している。そこで、正しい知識を

持って欲しいと考え、８を重点施策の課題として捉えている。 

 

② 食育推進計画の見直しの方向性について 

委 員 長 

 続いて、「食育推進計画の見直しの方向性について」 

ア 市第２次食育推進計画策定までの経緯について、事務局よ

り説明をお願いする。 

事 務 局 

（食育推進計画の見直しの方向性についてについて、 

ア 市第２次食育推進計画策定までの経緯について説明） 

○冊子「第２次いわき市食育推進計画」により 

  市第２次食育推進計画策定までの経緯について説明があ

った。 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

 （質問、意見等なし） 

委 員 長 
 続いて、イ国、県の動向について、事務局より説明をお願い

する。 

事 務 局 

（食育推進計画の見直しの方向性についてについて、 

イ 国、県の動向について説明） 

○資料３により国、県の動向について説明があった。 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

 （質問、意見等なし） 

委 員 長 

国、県の第３次食育推進計画から次の食育推進計画を策定し

た場合、変更・追加箇所について、市の食育推進計画に追加等

することがあるのか。 
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事 務 局 

 現計画においても、社会経済情勢や地域社会における変化等
を踏まえ、必要に応じて計画の見直しを行うとしていることか
ら、市の第３次食育推進計画における見直しについても、同様
に状況を見極めながら、対応していくことになる。 

 
 

（２）その他 

 

委 員 長 

 以上、本日、協議事項として挙げられた２件の議事について

の協議は終了となるが、「その他」として各委員、事務局より

何かあればお願いしたい。 

委 員 Ｃ 

○ いわき農林水産ニュースに関する報告 

いわき農林水産事務所から、現在は発行している「いわき

農林水産ニュース 150 号」で、いわき梨がベトナムに輸出さ

れた。 

○ いのししの被害について、三和地区をモデル地区としてイ 

ノシシ対策している。 

○ いわき市で育てられた牛が全国の牛の品評会に福島県代表

に選ばれた。 

委 員 Ａ 
ふくしま実践食育サポーター派遣は、どなたがやられているの

か？ 

委 員 Ｃ 

いわき地区では、県職員がふくしま実践食育サポーターとし

て、農業等の指導を行った実績があるが、その他、民間の方も

サポーターとして登録しているので、講師等を依頼したいと考

えているのであれば、ぜひ活用していただきたい。 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

 （質問、意見等なし） 

委 員 長 
他になければ、本日の案件はすべて終了いたしました。 

御協力ありがとうございました。 

 （委員会終了） 

 


